




要約:Anthracycline(ATC)系薬剤による心毒性の影響を心電図、心エコー・ドプラーにより

検討した。心電図はその評価に不十分と思われた。一方、心エコー所見、特に ESS/ESVI

はその評価に最も適しており、Shortning fraction も有用てあった。ATC の累積量が 700

㎎/m2 以上になると慢性蓄積心毒性を示唆する症例が多く、また心不全への進展には ATC

による治療期間も関与していると思われた。以上より ATC 累積量が 500 ㎎/m2 位上り心エ

コー検査を中心とした追跡観察が必要と思われた。 


